
  発行日：2025年（令和　7年）　6月　1日

  改定日：2025年（令和　7年）　6月 20日

エコアクション２１　環境経営レポート

                                                                  （　第12版　）

アキタ株式会社

対象期間　2024年 4月 1日～2025年 3月31日



1 . 組織の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 . 対象範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3 . 環境経営方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4 . 環境経営目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5 . 環境経営計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6-1 . 環境経営計画に基づき実施した取組内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6-2 . 実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7-1 . 環境経営目標の実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7-2 . 環境経営計画と取組結果とその評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7-3 . 次年度の環境経営目標(原単位）及び環境経営計画・・・・・・・・・・・・・・・

8 . 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

結果、並びに違反、訴訟などの有無

9 . 代表者による全体評価と見直し・指示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

目　次

1

2

3

4

5

12

6

7

8

9

10

11



1）事業者名

アキタ株式会社

2）代表者 3）環境管理責任者
代表取締役社長　　山村　晃一郎 　　　総務室　室長　久野　陽祐　

4）対象事業所 5)連絡担当者
〒473-0916 　　　カーボンニュートラルPJ　大木 章義
愛知県豊田市吉原町平子３８番地

0565-52-2811
0565-53-1860 関連会社(認証登録対処外）

秋田工業株式会社、名古屋塗装株式会社
●本社・本社工場 秋田塗装有限会社

6）事業内容
自動車ボディー部品及び内装部品のプレス・溶接・塗装・組付加工を主な事業とし、主な生産品目
としては、ランドクルーザー・コースターのボデーシェル、シートフレームとなります。

[主要製品]

7）事業規模
● 売上高 億円（2024年度） ● 創業年月日 年
● 資本金 万円
● 従業員数 名

8)　2023年度　スローガン 足元固め『体質強化』と『たゆまぬ改善』

58 1952
8,800

213

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ ﾘｱﾌﾛｱ ﾙｰﾌｻｲﾄﾞパネル

ﾌﾛﾝﾄｼｰﾄｸｯｼｮﾝ シートフレーム 対向シート

１.　組織の概要

TEL：
FAX：

アキタ株式会社

1



9)沿革

10)生産設備
●プレス、ベンダー設備

○プレス
２０００トン　油圧プレス 1 台
１０００トン　油圧プレス 1 台
５００トン 1 台
○ダブルクランクプレス
３００トン　　　　ダブルクランクプレス 3 台
２００トン　　　　ダブルクランクプレス 6 台
１５０トン　　　　シングルクランクプレス 1 台
１１０トン　　　　ブレーキプレス含む 1 台
１００トン未満　メカプレス 20 台

●ロボット溶接設備
アーク溶接ロボット 32 台
マルチスポット溶接機 13 台
ポータブルスポット機 57 台
アーク溶接機 47 台
搬送ロボット 13 台
ﾌﾗｯｼｭバット溶接機 1 台
定置スポット機 85 台

●塗装設備
電着塗装（カチオン）ライン　　　 1 ライン
ミニ電着塗装（カチオン）ライン　 1 ライン
仕上塗装ライン 2 ライン
吹付ロボット 2 台
自動塗装システム（レシプロケーター） 5 台
カラーチェンジャー機 45 台

●プレス・溶接・塗装設備の他、各種組立設備あり

２.　対象範囲

対象範囲　：　全組織・全活動

対象組織　：　本社・本社工場

対象活動　：　自動車ボディー部品及び内装部品のプレス・溶接・塗装・組付加工

　1950年　　　　　

　1935年～　　　

　2018年 8月1日

　2014年 10月1日

　2010年 11月1日

　1992年 1月1日

　1952年 1月1日

　1991年 9月1日

　1988年 4月1日

　1973年 8月1日

　1962年 2月1日

秋田塗装有限会社からアキタ株式会社の生産部門を分離独立 

金山工場を秋田工業株式会社へ事業譲渡 

第１０工場 大規模改修

第３工場 大規模改修

アキタ株式会社 設立 

創業者秋田武士が豊田自動織機株式会社自動車部・塗装部門に従事

トヨタ自動車株式会社退社

名古屋市南区にて塗装会社を秋田塗装有限会社として創業

豊田市吉原町に工場新設（本社工場）塗装、プレス、溶接組立の生産開始

豊田市亀首町に工場新設（金山工場）内装、組立、溶接の生産開始

本社工場にて、樹脂スタンピングプレスの生産開始
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３.　環　境　経　営　方　針

企業理念

進化し続ける　自動車の発展に貢献

当社は、自動車ボディー部品及び内装部品のプレス・溶接・塗装・組付加工において

環境に影響する業務があることを認識し、環境経営システムを構築、運用、維持すること

により、環境経営保全活動を自主的積極的に推進します。

行動指針

（１）  当社に、適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

（２）  次の事項について具体的な環境経営目標及び環境経営活動計画を定め実施します。

①省エネルギーに取り組み二酸化炭素の排出量を削減します。

②分別の徹底・リサイクルの推進につとめ産業廃棄物排出量を削減します。

③節水につとめ水使用量を削減します。

④化学物質の使用量削減に努めます。

⑤環境に配慮した製品の提供に努めます。

⑥事業活動において効率化を推進します。

（３）  本方針を全社員に周知し、環境経営システムの継続的改善を進めます。

制定日　２０１４年　1 月 １日

改定日　２０２１年　1 月 1 日

アキタ株式会社

代表取締役社長 山村　晃一郎

3



発行日

文書識別 ■作成 □変更 □改定

作成責任者

2020年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

基準年度 18.0% 22.5% 27.0% 31.5%

総量 kg-ＣＯ2 3,253,798.3 2,668,114.6 2,521,693.7 2,375,272.7 2,228,851.8

原単位 kg-CO2/百万円 798.9 655.1 619.1 583.2 547.2

総量 ｋWｈ 5,221,860.0 4,281,925.2 4,046,941.5 3,811,957.8 3,576,974.1

原単位 kWh/百万円 1,282.1 1,051.3 993.6 935.9 878.2

総量 Ｌ 170,270.0 139,621.4 131,959.3 124,297.1 116,635.0

原単位 L/百万円 41.8 34.3 32.4 30.5 28.6

総量 ｋｇ 66,993.0 63,978.3 60,963.6 57,948.9 54,934.3

原単位 ｋｇ/百万円 16.4 13.5 12.7 12.0 11.3

総量 ㎥ 222,217.0 212,217.2 202,217.5 192,217.7 182,217.9

原単位 ｋｇ/百万円 54.6 44.7 42.3 39.8 37.4

総量 Ｌ 4,532.9 3,716.9 3,513.0 3,309.0 3,105.0

原単位 L/百万円 1.11 0.91 0.86 0.81 0.8

総量 Ｌ 609.4 499.7 472.3 444.9 417.4

原単位 L/百万円 0.15 0.12 0.12 0.11 0.1

総量 ｋｇ 1,430.0 1,172.6 1,108.3 1,043.9 979.6

原単位 ｋｇ/百万円 0.81 0.66 0.63 0.59 0.6

総量 ｋｇ 1,330.0 1,090.6 1,030.8 970.9 911.1

原単位 ｋｇ/百万円 0.33 0.27 0.25 0.24 0.2

総量 ｔ 776.3 636.6 601.6 566.7 531.8

原単位 ｔ/百万円 0.19 0.16 0.15 0.14 0.1

総量 ㎥ 282,738.5 231,845.6 219,122.3 206,399.1 193,675.9

原単位 ㎥/百万円 64.6 53.0 50.1 47.2 44.3

総量 ｋｇ 36,399.0 29,847.2 28,209.2 26,571.3 24,933.3

原単位 ｋｇ/百万円 8.9 7.3 6.9 6.5 6.1

― ―

― ―

― ―

2020年
2024年4月1日

久野　陽祐

年間売上（百万円）

４、環境経営目標

4,073

（年度は4月～翌年3月）
単位環境経営方針項目

ＬＰＧの使用量削減

※基準年度 2023年へ変更

　4.5％/年 低減

都市ガス

※基準年度 2023年へ変更

　4.5％/年 低減

ガソリン使用量削減

灯油使用量削減

取り組みの項目 目標種別

年間の削減目標又は取組み頻度

軽油使用量削減

一般廃棄物の

排出量削減

コピー用紙

使用量削減

ダンボール

使用量削減

エネルギ―の

使用量削減

二酸化炭素排出量

削減

電力の使用量削減

廃棄物排出量削減

排水量の削減 水使用量削減

化学物質の

使用量の削減

化学物質適正管理

及び使用量削減

SOC物質

含有量確認

産業廃棄物の

排出量削減

環境配慮製品の

提供
新規材料SOC（環境負荷物質）含有量再確認

事業活動の 生産ロス低減 生産性向上による効率化

その他 環境保全活動 地域グリーン活動への参加（地域の清掃活動　5回）4



５．環境経営計画

2024年 2025年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

・ 業務部長

・ 各室長

・ 製造部長

・ 製造全員

業務部長

全員

業務部長

全員

・ 業務部長

・ 全員

製造部長

第２製造室長

製造部長

第２製造室長 　

製造部長

第２製造室長

製造部長

第２製造室長

・ 業務部長

・ 各室長

・ 業務部長

・ 各室長

・ 業務部長

・ 各室長

・ 業務部長

・ 各室長

・ 製造部長

・ 製造室長

・ 業務部長

・ 総務室長

製造部長

製造室長

業務部長

各室長

環境

経営

方針

環境経営目標 具体的な取り組み内容
確認

方法

①

電力の使用量削減

（基準年度比18％削減）

報告

LPGの使用量削減

（基準年度比4.5％削減）

都市ガスの使用量削減

（基準年度比4.5％削減）

灯油の使用量削減

（基準年度比18％削減）

設備別、燃料使用量の監視

点検表
NO3ﾗｲﾝ1基　(ﾎﾞｲﾗｰ)

点検表・

・

冬季暖房機器 省エネタイプへ変更

暖房機器 最適配置

一般廃棄物の排出量削減
コピー紙使用量の削減を図る

点検表
私物ごみの持ち帰り徹底

産業廃棄物の排出量削減

・
No3ライン➡No4ライン統合による

報告
No3ライン乾燥炉の停止

報告

点検表・

③ 水使用量の削減
上水・地下水とも漏水を定期的に確認

点検表
節水意識向上の教育

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量削減

（基準年度比18％削減）

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌ及びｴｺｶｰﾍの切り替え推進

報告
ﾘﾌﾄ効率化　台数の削減検討

②

④ 化学物質の適正管理 集計表
適正管理

⑥

環境配慮製品の提供
SOC物質の含有量確認

リスト
該当製品リストの作成

⑤

事業活動の効率化

⑦ その他（環境保全活動） 参加 回数

報告

・
環境保全活動

（地域グリーン活動への参加）

生産ロスの低減

報告

点検表
備付SPエアコン 使用量低減

夏季 冷房機器 省エネ設備導入

水銀灯、蛍光灯の間引き及び

高効率LED照明、灯具への更新

基準書

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ圧縮空気の漏れ箇所修理

工程、ライン稼働時間短縮

点検表

品質不具合低減

・

・

稼働時間短縮によるエネルギー消費減

再生産、手直しによるロス稼働減

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ稼働時間低減

・

化学物質の把握

分別の推進

電着塗装ライン 稼働時間低減活動

ミニ電着塗装ライン 稼働時間低減活動

収集業者との分別収集交渉

管理者 環境管理責任者

実施記録 保管者 EA21事務局

保管期限 ３年

発行日

文書識別 ■作成 □変更 □改訂

作成責任

環境経営計画

2024年4月1日

環境管理責任者
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　6.-1環境経営計画に基づき実施した取組内容

責任者

担当者 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

・ 業務部長 計画

・ 各室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 製造部長 計画

・ 製造全員 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

業務部長 計画

全員 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

業務部長 計画

全員 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 全員 実施 ○ ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

第２製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

第２製造室長 実施 ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

第２製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

第２製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 各室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 各室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 各室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 各室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 製造部長 計画

・ 製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 業務部長 計画

・ 総務室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製造部長 計画

製造室長 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SOC物質の含有量確認

集計表

ステッカーによる節水意識向上

・

コピー紙使用量の削減を図る

適正管理

収集業者との分別収集交渉

上水・地下水とも漏水を定期的に確認

私物ごみの持ち帰り徹底

LPGの使用量削減

（基準年度比4.5％削減）

都市ガスの使用量削減

（基準年度比4.5％削減）

電着塗装ライン 稼働時間低減活動

ミニ電着塗装ライン 稼働時間低減活動

報告

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌ及び購入時ｴｺｶｰﾍの切り替え推進

No3ライン➡No4ライン統合による

冬季暖房機器 省エネタイプへ変更

暖房機器 最適配置

報告

・

・

夏季 冷房機器 省エネ設備導入

備付SPエアコン 使用量低減

工程、ライン稼働時間短縮

稼働時間短縮によるエネルギー消費減

品質不具合低減

・

2025年

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ圧縮空気の漏れ箇所修理

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ稼働時間低減

水銀灯、蛍光灯の間引き及び

具体的な取り組み内容

設備別、燃料使用量の監視

点検表

NO3ﾗｲﾝ1基　(ﾎﾞｲﾗｰ)
・

・

2024年

環境経営目標

点検表

点検表

No3ライン乾燥炉の停止

ﾘﾌﾄ効率化　台数の削減検討

高効率LED照明、灯具への更新

電力の使用量削減

（基準年度比18％削減）

環境

経営

方針

基準書

報告

点検表

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量削減

（基準年度比18％削減）

点検表

報告

①

再生産、手直しによるロス稼働減

一般廃棄物の排出量削減

環境配慮製品の提供

灯油の使用量削減

（基準年度比18％削減）

　総エネルギー低減活動へ移行していく。

確認

方法

報告

その他（啓蒙活動）

該当製品リストの作成

・

②

環

境

管

理

責

任

者

⑥ ・

⑤

③ 水使用量の削減

事業活動の効率化

化学物質の適正管理

　24年度で完結できた。

・来期、省エネ改善から稼働低減による

④

⑦

産業廃棄物の排出量削減
分別の推進

報告

リスト

点検表

リスト

化学物質の把握

※実施が3回連続×の場合は、

「問題点の是正予防報告書」を発行する。

生産ロスの低減

・操業度増に対し原単位は目標より提言できた。

・照明機器のLED化、夏期冷房機器の見直しは

環境保全活動

（地域グリーン活動への参加）

2024年　4月　2日

環境経営計画の

実施状況評価

報告

管理者 環境管理責任者

実施記録 保管者 EA21事務局

保管期限 ３年

発行日

文書識別 ■作成 □変更 □改訂

作成責任

環境経営計画

2025年4月2日

環境管理責任者
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6-2　実施体制

役割・責任・権限

代表取締役社長 山村 晃一郎

総務室 久野

環境管理責任者

各室責任者 自部門の取り組みに関し、環境管理責任者に準じた責任を持つ

担当者 取り組み実施、実施状況の確認・記録

全社員 環境方針・環境目標･環境活動計画を理解し取組む

推進事務局

環境への負荷の自己チェック、環境への取り組みの自己チェックの実施

環境関連法規の取りまとめ/遵守評価の実施、環境目標･環境活動計画の作成

実施体制の構築、教育訓練の実施、外部からの苦情等の受付対応・記録

手順書の作成、緊急事態の想定/訓練の実施、問題点の是正･予防処置と記録

環境活動レポートの作成･環境関連文書及び記録の素案作成･文書記録一覧表管理

代表者 取り組み対象組織の決定、環境方針の策定、環境管理責任者の任命、資源(人員･設備・費用等）の準備、代表者による全体の評価と見直し

環境管理

責任者

取り組み対象組織の明確化（提案）、代表者に代わりに環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況（環境目標の達成状況・環境活動計画の実施

状況及び運用結果・環境関連法規の遵守状況・外部からの環境に関する苦情や要望）を代表者へ報告

工場管理

責任者
環境管理責任者依頼事項である工場全体の環境対策実施・整備

加藤丈室長 松嶋担当

担当者及び全社員

役割 責任・権限

品質室 工務室 営業室 総務室

佐藤室長 山中室長 谷澤室長 竹下室長 内山室長 大久保室長

製造部(工場管理責任者)

加藤部長

ｶｰﾎﾞﾝPJ事務局

推進事務局 大木

第3製造室 第2製造室 第1製造室 生産技術室

代表者

発行日 2025/1/21

発行責任者 環境管理責任者

文書識別 作成 変更 改定
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基準年度

対象年度

2020年度
2024年度

(目標：18％低減)
基準年度

基準年度 実績 比(%)

総量 kg-ＣＯ2 3,253,798.3 2,562,895.4 -21.2%

原単位 kg-CO2/百万円 798.9 434.5 -45.6%

総量 ｋWｈ 5,221,860.0 4,261,228.0 -18.4%

原単位 kWh/百万円 1,282.1 722.5 -43.6%

総量 Ｌ 170,270.0 7,319.0 -95.7%

原単位 L/百万円 41.8 1.2 -97.0%

総量 ｋｇ 66,993.0 56,187.5 -16.1%

原単位 ｋｇ/百万円 16.4 9.5 -42.1%

総量 ㎥ 222,217.0 257,004.0 15.7%

原単位 ｋｇ/百万円 54.6 43.6 -20.1%

総量 Ｌ 4,532.9 2,004.0 -55.8%

原単位 L/百万円 1.11 0.34 -69.5%

総量 Ｌ 609.4 407.3 -33.2%

原単位 L/百万円 0.15 0.07 -53.8%

総量 ｋｇ 1,430.0 1,110.0 -22.4%

原単位 ｋｇ/百万円 0.81 0.19 -76.8%

総量 ｋｇ 1,330.0 1,435.0 7.9%

原単位 ｋｇ/百万円 0.33 0.24 -25.5%

総量 ｔ 776.3 697.0 -10.2%

原単位 ｔ/百万円 0.19 0.12 -38.0%

総量 ㎥ 282,738.5 98,626.0 -65.1%

原単位 ㎥/百万円 64.6 16.7 -74.1%

総量 Kg 36,399.0 6,633 -81.8%

原単位 ｋg/百万円 8.9 1.1 -87.4%

- -

新規材料SOC

（環境負荷物質）

含有量再確認

新規材料なし ― ―

- - 生産ロスの確認 ISO9001にて活動中 ― ―

- - 参加回数　5回/年 ― ―

＊電力使用量のＣＯ２排出係数は、中部電力2019年度係数　０．４２６ｋｇ-ＣＯ２/kWhを使用

5,898

4,073

〇

（2024/04～2025/03）

原単位

評価

〇

〇

〇

（年度は4月～翌年3月）
取り組みの項目 目標種別 単位

年間の削減目標

又は取組み頻度

取組期間の

削減結果等

７-1、環境経営目標の実績

2020年 売上

一般廃棄物の

 排出量削減

コピー用紙の

使用量削減

ダンボールの使用量

削減

環境経営方針

の項目

エネルギ―の

使用量削減

灯油の使用量削減

ＬＰＧの使用量削減

※基準年度 2023年へ変更

　4.5％/年 低減

2024年 売上

その他

（環境保全活動）
（グリーン活動への参加）

生産ロスの低減事業活動の効率化

環境配慮製品

の提供
SOC物質の含有量確認

ガソリンの使用量削減

軽油の使用量削減

二酸化炭素排出量

の削減

電力の使用量削減

〇

〇

〇

都市ガス

※基準年度 2023年へ変更

　4.5％/年 低減

〇

〇

産業廃棄物の

排出量削減
産業廃棄物の排出量削減 〇

〇

〇
化学物質の

使用量削減

化学物質の適正管理及び

使用量の削減

排水量の削減 水使用量の削減

発行日

文書識別 ■作成 □変更 □改定

作成責任者

2025年5月28日

大木 章義
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結果： 総量 -21.2% 　減少 -45.6% 　減少

評価：

結果： 総量 -18.4% 　減少 -43.6% 　減少

評価：

結果： 総量 -95.7% 　減少 -97.0% 　減少

評価：

結果： 総量 -16.1% 　減少 -42.1% 　減少

評価：

結果： 総量 15.7% 　増加 -20.1% 　増加

評価：

結果：
ｶﾞソリン

総量
-55.8% 　減少 -69.5% 減少

結果：
軽油

総量
-33.2% 　増加 -53.8% 　増加

評価：

コピー用紙

総量
-22.4% 　削減 -76.8% 　削減

段ボール

総量
7.9% 　増加 -25.5% 　増加

評価：

結果： 総量 -10.2%  削減 -38.0% 　削減

評価：

結果： 総量 -65.1%  削減 -74.1% 　削減

評価：

④

結果： 総量 -81.8%   　減少 -87.4% 減少

⑤

結果： 新規材料なし

評価：

⑥

結果： 　製品の不良率の低減

評価：

⑦ その他（環境保全活動）結果・評価：地域グリーン活動への参加実施。

７-2　環境経営計画の取組結果とその評価

55kw COMP2基をインバータ化、夏季クーラーを気化熱を利用したクールミストへ変更など

電力使用量低減への投資が進み目標を達成。

灯油の使用量削減

塗装工程のボイラーを灯油➡都市ガスへ変更。 使用量・排出係数ともに低減できた。

ＬＰＧの使用量削減

原単位

原単位

二酸化炭素排出量の削減

原単位

23年8月 塗装乾燥炉をLPG➡都市ガスへ変更、余熱を利用した乾燥炉OFF時間の改善効果。

ガソリン・軽油の使用量削減

原単位

原単位

原単位

原単位

都市ガスの使用量削減

原単位

23年8月 塗装乾燥炉をLPG➡都市ガスへ変更、原単は改善により過達の結果になった。

環境に配慮した製品の提供

事業活動における効率化

なし

操業度が10％増え稼働時間は延びており、CO2総量は減り難くなっている。改善が進んだこ

とでCO2原単の低減は大幅な過達になった。

①

二

酸

化

炭

素

の

排

出

量

削

減

社用車1台減の為、使用量が減少した。

COMP故障によるディーゼルの使用無し ➡ 新規インバーター式COMPに更新済。

産業廃棄物の排出量削減

産業廃棄物の層別の徹底と廃棄責任者の任命により廃棄量の低減が図れた。

原単位

地下水汲み上げポンプをインバータ化、節水の啓蒙活動など実施。

化学物質の使用量削減

上塗り塗装製品の減少に伴い、化学物質の排出量も減少

印刷物のデータ展開でコピー用紙の使用量減、操業度増で備品購入が増え梱包段ボール増。

原単位

結果：

　ISO9001にて活動中

評価：

②

廃

棄

物

の

排

出

量

削

減

コピー用紙の使用量削減

③

水使用量の削減

原単位

原単位
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７-３　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

基準年 2020年売上： 2025年売上： 6,142

総量 ｋWｈ 5,221,860.0 4,516,908.9 4,281,925.2 4,046,941.5

原単位 kWh/百万円 1,192.8 1,031.7 978.1 924.4

総量 Ｌ 170,270.0 147,283.6 139,621.4 131,959.3

原単位 L/百万円 38.9 33.6 31.9 30.1

総量 ｋｇ 156,707.2 135,551.7 128,499.9 121,448.1

原単位 ｋｇ/百万円 35.8 31.0 29.4 27.7

総量 ㎥ 57,067.0 49,363.0 46,794.9 44,226.9

原単位 ㎥/百万円 13.0 11.3 10.7 10.1

総量 Ｌ 4,532.9 3,920.9 3,716.9 3,513.0

原単位 L/百万円 1.04 0.90 0.85 0.80

総量 Ｌ 609.4 527.1 499.7 472.3

原単位 L/百万円 0.14 0.12 0.11 0.11

総量 ｋｇ 1,430.0 1,237.0 1,172.6 1,108.3

原単位 ｋｇ/百万円 0.33 0.28 0.27 0.25

総量 ｋｇ 1,330.0 1,150.5 1,090.6 1,030.8

原単位 ｋｇ/百万円 0.30 0.26 0.25 0.24

総量 ｔ 776.3 671.5 636.6 601.6

原単位 ｔ/百万円 0.18 0.15 0.15 0.14

総量 ㎥ 282,738.5 244,568.8 231,845.6 219,122.3

原単位 ｔ/百万円 64.6 55.9 53.0 50.1

総量 ｋg 36,399.0 31,485.1 29,847.2 28,209.2

原単位 ｋg/百万円 8.3 7.2 6.8 6.4

- -

- -

コピー用紙の

使用量削減

環境経営

方針項目

ガソリンの使用量削減

単位

一般産業廃棄物

の

 排出量削減

エネルギ―の

使用量削減

電力の使用量削減

4,378

参加回数　5回/年　
その他

(環境保全活動)

産業廃棄物の

排出量削減

産業廃棄物の

排出量削減

SOC物質の含有量確認

・使用口排水量の調整及び節水

　タイプへの変更

化学物質の

使用量削減

（グリーン活動への参加）

水使用量の削減排水量の削減

化学物質の適正管理及び使

用量の削減

ＬＰＧの使用量削減

軽油の使用量削減

環境配慮製品

の提供

・小まめな管理による使用量の低減減

　（車の使用履歴管理）

・裏紙の再利用、デジタル資料管理等に

　よるコピー用紙の低減

・ダンボール梱包品の低減

・産業廃棄物の分別廃棄の徹底

・小まめな管理による使用量の低減減

　（車の使用履歴管理）

・塗料等の使用ロスの低減

新規材料SOC（環境負荷物質）含有量再確認

都市ガスの使用量削減
・25年度 重点取り組み事項 稼働低減活動

・ライン稼働を縮めエネルギー低減を推進

ダンボールの使用量

削減

目標別

・塗装ライン統合による乾燥設備停止

・稼働時間の短縮による原単位の低減

灯油の使用量削減

取組項目

基準年度

（2020年

度）

2024年度

目標値

（18％削

減）

2023年度

目標値

（13.5％削

減）

・塗装ライン統合による前処理設備停止

・稼働時間の短縮による原単位の低減

環境経営計画（2025年4月～2026年3月）

（責任者は、昨年の継続）

・生産性向上による稼働時間の低減

・作業ロス低減による電力使用量低減

・小まめな省エネへの取組を継続実施

・電力使用量の大きい設備更新

2025年度

目標値

（22.5％削

減）

743 
706 676 

642 
609 

575 

300

400

500

600

700

800

900

1000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

原単位(ｋｇ‐co2)/百万円 二

2025年度
二酸化炭素低減目標
（2020年度 対二酸化炭素/売上高）

➢2020年基準年度の22.5％低減/年
（毎年：4.5％減 2035年まで66％減）

発行日

文書識別 ■作成 □変更 □改定

作成責任者

2025年3月25日

大木　章義
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総務室 

証拠 判定

環境基本法
･事業者の責務

（環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの維持継続）
EA21 認証･登録証 ○

・委託基準：一般・産業廃棄物収集運搬業者　処理業者の許可の確認、契約 契約書・許可証 ○

・委託先業者の現地確認（優良業者は除外しても可） 現地確認記録 ○

・保管基準 掲示板：60cm×60cm以上表示・飛散・浸透防止・衛生管理 現地確認 ○

・マニフェスト交付　　A、B2、D、E票の保管（5年間） ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付台帳 ○

・特別管理産業廃棄物管理責任者の設置 現地表示 ○

・特別管理廃棄物の帳簿の作成 ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付台帳 ○

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 報告書 ○

・危険物取扱者の資格取得・届出 資格の有無 ○

・危険物保管の許可申請 届出書 ○

環境保全の為の意欲の増進及び

環境教育の推進に関する法律
・職場における環境保全の意欲の増進及び環境教育 教育訓練計画・実施記録 ○

トヨタ紡織

ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

・ｴｺｱｸｼｮﾝ21､ISO等外部認証の取得維持

・ﾄﾖﾀ紡織2050年環境ﾋﾞｼﾞｮﾝへの参画
EA21 認証･登録証 ○

・事故時の措置と届出 事故（有　無） ○

・特定施設の届出 届出書（有　無） ○

・排出基準の遵守 (排出濃度の測定・記録（3年保存）、監視) 測定記録 ○

・VOC(揮発性有機化合物)の使用量・排出量 報告書 ○

・簡易点検の実施　・定期点検の実施 実施記録 ○

・フロン類の登録回収業者による適切な回収

・フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3年間）

・引取証明書が30日以内に送付されない場合の知事への報告

・フロン類算定漏えい量の届出 届出書 期間中届出（有無） ○

・第1種指定化学物質取扱者は排出・移動量を報告 報告書 ○

・性状及び取扱に関する情報（SDS）の受取　（当社にて発行はなし） SDSﾌｧｲﾙ ○

・油脂類及び有害な化学物質の流出事故時の措置と届出 事故（有無） ○

・特定施設の届出 届出書(期間中届出) ○

・排出基準の遵守 記録類 ○

・排水濃度の測定・記録（3年保存）、監視 記録類 ○

・特定排出水の汚濁負荷量等調査 調査票 ○

・使用届（設置・変更） 届出書(期間中届出) ○

・設置後の保守点検、清掃 浄化槽保守点検、清掃記録 ○

・水質に関する定期検査（法定検査） 浄化槽法定検査結果書 ○

特定工場における

公害防止組織の整備
・公害防止統括者の選任・公害防止管理者の選任（有資格者） 届出書 ○

・特定施設の事前届出 届出書(期間中届出) ○

・地域別騒音基準の順守 記録類 ○

・特定施設の事前届出 届出書　期間中届出（有無） ○

・地域別振動基準の順守 記録類 ○

・特定施設の事前届出及び変更の報告 報告書 ○

・特定施設の使用状況の報告 報告書 ○

毒物及び劇物取締法 ・盗難／漏洩防止・容器、貯蔵場所に表示・事故･盗難時届出（警察など） 現場観察 ○

高圧ｶﾞｽ保安法 ・高圧ガス製造製造施設定期自主検査・日常点検 現場確認 ○

家電ﾘｻｲｸﾙ法 ・特定家庭用機器廃棄物の適正な処理 管理票　(家電ﾘｻｲｸﾙ券) ○

愛知県地球温暖化対策条例 ・計画書、実施状況の報告 計画書、実施状況書 ○

・エネルギー管理統括者・管理企画推進者・管理者の選任・解任届 選任・解任届出書 ○

・中長期計画書の提出 中長期計画書 ○

・定期報告書の提出 定期計画書 ○

評 価

省エネ法

フロン排出抑制法

委託確認書

引取証明書

期間中の実施（有無）

○

化学物質排出把握

管理促進法（PRTR法）

水質汚濁防止法

浄化槽法

騒音規制法

振動規制法

※環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規等への違反、訴訟はありません。

工業用水法

廃棄物処理法

消防法

大気汚染防止法

8．環境法規制などの遵守状況の確認及び評価の結果

並びに違反、訴訟などの有無 2025.4.1

法規制等の名称 該当する要求事項（対応すべき事項）
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環境経営方針・環境経営目標達成状況

　環境経営方針に基づき、目標を設定し環境経営計画を展開。

最重要課題であるCO2排出量の低減について、2020年を基準年として2035年 CN達成の

シナリオ（目標値・低減率）を見直して展開。

単年の原単位目標 基準年度比18％減に対し、45.6％の低減を達成。

操業度は30％増加しており、省エネ改善の効果が実感できる結果となった。

環境経営計画取り組み状況

　電力使用量低減の一斉取り組みにより、社員の環境改善意識の向上が図れた。

取り組み項目の実態把握（可視化）を優先し、新たな課題が見える様になった。

環境問題へアプローチができる仕組みを整理し更なるＣＯ２削減を目指す。

環境関連法規遵守状況
　設備の老朽化対策と高効率化を計画的に進め、きめ細やかな環境への配慮を意識。

当社の生産活動は騒音・振動等の環境影響が高く、今後も環境関連法規を遵守し

活動を継続していく。

環境経営システム変更の必要性の有無

　環境管理責任者及び各部門責任者と協議の上、変更の必要性の有無を判定する。

① 環境経営方針：変更なし

② 環境経営目標：都市ガス・LPGの基準値を2023年実績へ変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③ 環境経営計画：変更なし

④ 実施体制      ：変更なし

⑤ エコアクション２１ガイドライン2017年度版対応

 
アキタ株式会社

9.代表者による全体評価と見直し・指示

代表取締役社長　　山村　晃一郎

評価年月日　　　2025年 　6月 1日
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